
山東横浜ゴム工業制品有限公司（YRSC） CSRレポート

社長ご挨拶

当社は2006年1月に、山東躍馬胶帯有限公
司と横浜ゴム（中国）有限公司の合弁会社と
して中国山東省のほぼ中央、青島市から車で
3時間の临朐県にコンベヤベルトの生産販売
会社として設立、鉄鋼、石炭、セメントといっ
た産業を支える業界へ高品質の製品を送り届
けてまいりました。

これからも引続き高品質の製品を市場の変化を捉えながら送り届けて
まいりますとともに、安全・環境にも配慮した地域社会に貢献する企業
を目指してまいります。

張　玉荀

事業内容：
敷地面積：
従業員数：
所 在 地：

コンベヤベルトの製造販売
50,000m2

228名（2018年3月）
山东省潍坊市临胊县

相談・苦情などの受付窓口：
TEL：0536-334-3576　FAX：0536-335-3515
メールアドレス：wflqwenli@yahoo.com.cn

人権

男女差別、児童労働、強制労働等が無いことを、就業規則に基づく人
事管理および出退勤時刻管理の自動化により、確認しています。

労働慣行

毎月の安全環境会議の開催、工場パトロールを通して、現場での作業
状況の確認を行い、安全な職場作りによる労働環境改善に取り組んで
います。
また、2017年5月25日に千年の杜植樹祭を実施し、環境への取り組み
と同時に社員間のコミュニケーション活動を行いました。

山東横浜ゴム工業制品有限公司（YRSC）で規定している職務権限規
定に基づき運用するコンプライアンスに抵触する行為は一切ありません。

2017年6月22日に製造課および精練課職場での消火訓練および化検
室での避難訓練を実施しました。

現場での取り組み

福利厚生として結婚・出産・弔慰見舞金等があります。また出産休暇
の制度があります。

働きやすい環境づくり

組織統治

千年の杜活動

防災訓練



環境

環境方針

基本理念
我々は、地球環境を保全する重要性を十分認識し、全ての経営事業において、積
極的に環境保護活動、地球温暖化防止に取り組み、環境経営を継続的に推進し、
持続発展可能な循環・節約型社会への変換に貢献する。

環境方針
（1） 環境に関する法律やルールを遵守します。
（2） 環境保護を重要課題とし、EMSで管理します。
（3） 環境保全に関する方針や教育を全ての社員と地域で共有化します。
（4） エネルギーの節約、屑発生量の低減、再利用活動の推進、など環境負荷低減

に率先して取り組みます。ゼロエミッションを実現します。
（5） 最良の環境貢献企業となることを目的とする、YRC日本の中期計画として

の環境GD（グランドデザイン）100活動を推進します。
  Ⅰ.  継続的に我々の環境経営を改善してゆきます。
  Ⅱ.  地球温暖化防止を推進してゆきます。
  Ⅲ.  持続可能な循環型社会実現に貢献します。 

環境マネジメント

2017年度は中国での環境規制強化の動きに対応し、ボイラーのガス化お
よび排煙処理設備への投資を行い、環境対策への取り組みを行いました。
また、地域住民からの騒音・臭気などの苦情はありませんでした。

汚職に関する方針

当社購買部では相見積や入札の実施、発注関門の設置（経営幹部の確
認（サイン）なしでの発注ができない仕組み）等により発注時の不正行
為を防止しています。

ユーザーとのコミュニケーション

顧客への幹部による定期訪問やアフターサービス部門によるコンベヤベ
ルト使用現場での点検等を通じて顧客満足の充実に努めています。

地域社会とのかかわり

2017年12月に辛寨鎮の高齢者の方を対象にした支援対策として鎮政
府主催の募金活動に参加し2万元を寄付しました。

公正な事業慣行

消費者課題

コミュニティへの参画及びコミュニティの発展

環境データ
項　目 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

廃棄物発生量（t） 225 300 157 195 158

埋立率（%） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

埋立量（t） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

エネルギー使用量
（原油換算：kl）

電力 1,471 1,437 1,043 1,053 967

燃料 3,998 3,009 2,368 2,773 1,313 

合計 5,469 4,446 3,411 3,826 2,280

温室効果ガス排出量（千t-CO2） 17.3 13.7 11.3 12.8 6.8

水使用量（千m3） － － 93.0 53.3 14.1

※年度：1月～12月
※ 温室効果ガス排出量の算定は、日本国の環境省・経済産業省発行の温室効果ガス排出量算定・報告マニュ

アルを使用しました。2015年度以降は、海外拠点の算定では、GHGプロトコルを使用しました。

ガスボイラー 排煙処理装置


